
『ＮＥＷデリバリー通信』Vol ９
先日の暖かかった休日に、娘のお気に入りの公園へ久しぶりにお出かけしてきました。娘

は大はしゃぎ！。そこへ小学生くらいの男の子達、最近の小学生はどう遊ぶのかな見てた

ら、いきなり携帯型ゲーム（ＤＳ）ってなんで？。自分が小学生のころは、カンけり・二

重エース（陣地とり）・めんこ などだったんですけど今の子はやらないのかな？

発行元：大町デリバリーサービス松尾新聞店
発行枚数：２６００部

発行日：不定期 宅配されています信濃毎日新聞・

朝日新聞・毎日新聞・産経新聞といっしょにお届け

しております。ご意見ご感想お待ちしております！

今年の冬は薪ストーブで暖をとるのはいかがでしょうか？
灯油の値段が高くなったせいか、最近 薪ストーブを設置するご家庭が増えてきましたね。そこでＮＥＷデリバリー通信でも、

どの程度で薪ストーブが設置できるのか調べてみました。最近はホームセンターなどでも専門コーナーもできており、安いも

のでは４，０００円程度のストーブ（スチール製）から、３５，０００円～７０，０００円程度のものまで各種展示してあり

ます。ただメーカー品になりますとやはり高くなり、３０万円～５０万円ほどするらしいです。本当にピンからキリまでって

感じですね。
薪ストーブの設置も時間さえあれば、業者に頼まなくても自分でできるようで、設置するスペースにブロックなどを置きその

上にストーブ、室内と屋外に煙突を引き回しさえすれば終了（時間的には半日あればできるようです）。ホームセンターには

煙突関係が Ｌ型やＴ型、スチール製やステンレス製など各種そろっていて、一般的な距離や高さで約２万円～３万円ほどで

出来上がるようです。また、肝心な薪を今から準備するにはきついかと思われますが、ホームセンターなどでも一束500円程

度で購入することができます。お休みの日は薪ストーブで過ごすのもいいのではないでしょうか？！

＜薪を作るアイデア商品＞、皆さんが

毎日読んでいる新聞紙を薪として再利

用できる優れ物もあります。『紙薪つ

くり器 紙与作』です、この機械に新

聞紙を濡らして３０～４０枚ほど詰め

込みハンドルで圧縮し取り出し乾燥さ

せると立派な薪になります。これって

エコですよね！

この商品は当店でも、とりよせ販売可

能です、見本もありますので見てみた

い・欲しいという方は松尾新聞店まで

ご連絡をお願いします。

＜薪ストーブを自分で作成＞した方がいました。薪ストーブについて調べて

いるうちに薪屋さんから紹介していただいた方ですが、どうしても市販され

ている薪ストーブでは気に入ったものがなく、それだったらと世界で一つし

かないオリジナル薪ストーブを作ってしまえと考え、仕事を三日休んで製作

したそうです（画像右と下）。 この薪ストーブかなりのすぐれもの、スペー

スが四つに分かれており、薪をたきつけるスペース（一番下側）、そしてそ

のスペースのすぐ上にはオーブン（取材に伺ったときにはパンをやいていた

だきました！美味しかっ

た！）、さらにそのス

ペースのすぐ上はスモー

カースペース、一番上

部にシチューや煮物な
ど鍋のままいれられる

保温スペースとなって

います。せっかく薪を

たいているのだからい

ろいろとできた方が楽

しいハズと作者…。溶

接できる方は挑戦して

みては？。

★★ 期間限定メニュー 北海道産鹿肉メニューが登場 ★★
今年も 大糸タイムスビル 『カイザー』さんで期間限定（鹿肉がなくなり次第終了します）北海道産

鹿肉を使用した特別メニューが登場です。メニューは三品、北海道産鹿肉の鹿肉メンチカツ定食・鹿肉しゃ

ぶしゃぶ定食・鹿肉ステーキの三品です。カツにはソース。またはケチャップ。マヨネーズはさすがにい

らっしゃらないと思われますが、この鹿肉メンチカツのお勧めの食べ方としては是非ともお醤油で食べて

頂きたいとのこと！ 自分は、メンチカツ・しゃぶしゃぶ・ステーキ三品とも食べてみましたが どれも

おいしく皆さんにお勧めできる味だと思ってます。鹿肉は食べたことがないという方（食べた事がある方

も…）この機会に食べに行かれてはいかがでしょうか。

営業時間：AM11:30～PM2:00

PM5:00～PM10:00(ﾗｽﾄｵｰﾀﾞｰPM9:30) 定休日：毎週月曜日

場所：コメリ大町店前、大糸タイムスビル１Ｆ ℡：22-8804

鹿肉メンチカツ定食 ￥1000

鹿肉しゃぶしゃぶ定食￥1800

鹿肉ステーキ定食 ￥1800



（有）大町デリバリーサービス松尾新聞店
住所：大町市大町２６７５－７（ハローワーク大町すぐ近く！）
電話：フリーダイヤル０１２０－０３０５５３

ＦＡＸ ０２６１－２２－８４０２
ＨＰアドレス：http://shimbun.web.fc2.com/

突然の外出！留守止め連絡を忘れてい

てもケータイがあれば大丈夫！外出先

から留守止め連絡が可能になりました！！

新聞の銘柄追

加申し込みも

できます。Ｑ

Ｒコードを読

み取ってお気

に入りに登録

しておくと大

変便利です！

新聞に載らない内緒話！
『 名前のある年賀状 』

年賀状のシーズンである。 何を先走って、と言うかもしれないが、平

成21年度の年賀状はすでに予約が開始され、民営化に伴い社員たちは年末

へ向け、１人1000枚単位の販売ノルマ達成を目指し大忙しだそうだ。60歳

半ばを超えた、私の知人はアルバイトではあるが、それでも百枚単位のノ

ルマをあてがわれている。 午前と午後の配達が仕事の、郵政一筋の人

で、15人も入れば満杯の飲み屋に毎日やってきては1000円ほど使って、い

い気持ちになって帰ってゆく。肉体労働者ばかりの、この場所は本名を名

乗る人間はほとんどいない。ある男は「松ちゃん」であり、隣の男は「ノ

ンちゃん」である。お互いニックネームだけの、この居酒屋で、彼らはそ

れぞれ１日の疲れを、数杯の焼酎とささやかな肴で癒して、また宿舎へ戻

る。 「ねぇ、年賀状いらない？」。 その「知人」が、酔客の間をこ

う言って歩き回り始めたのは、つい最近のことである。 「俺んとこは

だめだ。今春義母が亡くなって、喪中だよ」。 私に注文が振られたと

き、そう言って断った。それでも印刷しなければならない喪中挨拶がある

から、普通はがき100枚、お願いした。「年賀状、来年は必ず頼みます」

と知人は頭を下げた。 しばらくして、店に顔を出すとまだ頭を下げて

「お願い」の真っ最中だった。

昭和17年、中国は天津生まれ。終戦と共に国内に引き揚げ、秋田県大

館で育った。昭和33年、中学を卒業すると集団就職列車に乗って上京した。

「あぁ上野駅」まで15時間もかかった時代である。向島の、ハンガーを作

る工場に独り住み込み、月2回の休みは隅田川を越えて、浅草で映画を見

た。東京での、たった一つの楽しみだった。その後曲折があって郵便局に

就職し、結婚して、出世もすることなく定年になった。現在のアルバイト

はその延長である。 「世話になった会社だから、恩返しもあってね」

と年賀状を飲み屋で売り歩く。 酔客が時々、見かねて予約注文を出し

た。5枚、10枚の小口ばかりだった。もっとも、年賀状を義理で購入はす

るものの「さて、誰に出したものか。出す相手がいねえやぁ」と困惑顔に

なる。年賀状などとうの昔に無縁、の連中である。それでも気の利いた男

がいて、「そうだ、お前さんに出すよ、年賀状！ 住所と名前…」 知

人は自分の本名を名乗った。「へぇー、えらそうな名前じゃないの」と笑

いがこぼれた。以来、この店で本名が通じるのは、この男だけである。

無名人たち。その差出人の本名もまた、新年には判明することだろう。

来年の正月は、年賀状でお互いの名前を知り合うのである。

大町中山スキー場
地元有志らがＮＰＯ法人を立ち上げ存続へ！

先月 新聞各社に老舗スキー場閉鎖と記事になりました大町中山スキー場

の続報。中山地区と新行地区の有志達がスキー場存続へ向けてＮＰＯ法人

を立ち上げ、再出発に向けて着々と準備が進行中との事。今後は冬季だけ

の営業でなく、オフロードバイクや自動車のレース、農業体験場、各種イ

ベント開催場所など年間をとおしての活動を進めていくことになりました。

残念ながら今シーズンのゲレンデ運行にはＮＰＯ法人の認可が間に合わず

来春からの再出発となってしまったが、今シーズンは子ども達の雪遊びス

ペース（そりもＯＫ）や、スノーモービルスペースの二つに分け無料開放

する方針。隣接するロッヂ小林・ポッポのお宿・やんちゃぐれも営業をしてま
すので、気軽に足を運んで欲しいとの事。

＜今年もご購読いただきましてありがとうございました！！＞
２００８年も残すところあとわずかとなりました。今年も取り扱い各紙をご購読いただきまして、ありがとうございま

した。まだ、クリスマスシーズン、年越しの準備などいろいろとありますが、年内のミニコミ発行が最後となりますの

で 読者の皆様へのありがとうの言葉で締めくくりさせていただきます。おかげさまでこの『ＮＥＷデリバリー通信』

も vol９ となり、それなりに皆様からの反響もいただくようになりました、楽しみにしてるよ！の声に励まされ、
ただひたすら一生懸命作ってきました。ただ、なにぶん素人が作成しており

ますので、たまには誤字・脱字？があると思われます、文法もおかしな箇所

がみうけられるかもしれません…。素人が（自分なんですが）作っておりま

すのでご愛嬌ってことでご勘弁ください。 ミニコミだけでなく新聞店独自

のサービスも向上させるべく、現在みんなでアイデアを出し合っております、

『マイバック』プレゼント、『紙与作』の販売等 ＜エコ＞ にも力を入れ
ていきますので、これからもよろしくお願い致します。


